
文

文

法
〈
理
論
・
現
代)

法(理論・現代)

多
くの
文
法
研
究
者を
ま
きと
ん
で
長
期
間に
わ
たっ
て
く
りひ
ろ
げ
ら
れ

た
陳
述
論
争
と
そζ
か
らの
構
文
論の
活
発な
展
開
も 、
そ
れ
ぞ
れの
研
究
者

が
自
説を
ま
と
め 、
そ
れ
ぞ
れのニ
ュ
ア
ン
ス
の
差を
残し
な
が
ら
も
大
枠で

の
成
果の
ま
と
ま
りが
前の
期まで
で
成
り
立っ
て
き
た
た
め
か 、
乙
の
期で

は 、
そ
の
類の
もの
は
あ
ま
り
現
れ
ず 、
他に
論
争
らし
き
もの
も
な
くて 、

研
究
者の
各
人
が
各
論
的な
もの
を
追
求
し
て
い
た
よ
うに
み
う
け
ら
れ
る 。

陳
述
論
争に一
定の
役
割を
果
た
した二
著
が 、
宮
地
裕
著
『
新
版
文
論』

(
明
治
書
院 、
昭
日・
日) 、
芳
賀
緩
著
『
現
代日
本
語の
文
法
||日本文法教

室新訂版
||』

(
教
育
出
版 、
昭日・
5)
と 、
装い
を
新た
に
して
現
れた 。

ま
た
独
自の
立
場
か
ら
す
る
桑田
明
の
大
著
『日
本
文
法
探
究』
下(風
間

舎
房 、
昭日
・1)
が 、
上
巻
刊
行
後六
年に
して
完
結 、
上
梓
さ
れた 。
多

領
域に
わ
た
ると
の
書につ
い
て
は
く
わ
しい
書
評
が
出
さ
れ
る乙
と
が
期
待

さ
れ
る 。

ア
メ
リ
カの
生
成
変
形
文
法の
日
本
語へ
の
適
用に
も一
つ
の
反
省
期が
お

と
ず
れ 、
前の
期に
井
上
和
子の
「
日
本
語
に
『
変
形』
は
必
要
か」
(
月
刊

『
言
語』 、
昭日・
ロ
か
ら臼・
8
ま
で
の8
回)
が
公に
さ
れ 、
乙
れ
は
『日

佐

圭

治

英
対
照
日
本
語の
文
法
規
則』
(大
修
館
舎
庖 、
昭日・
5 、
『国
語
学』
別

に
仁
田
義
雄の
響
評
あ
り)
と
して一
本に
ま
とめ
ら
れた 。
前の
期の
展
望

号の
と
の
欄で 、
執
筆
者
佐
伯
哲
夫は 、
日
本
語
が
謬
着
語
で
ある
故を
以っ

て 、
日
本
語に
変
形は
必
要で
ない
と
して 、
井上の
説に
賛
意を
表して
い

る
が 、
変
形
理
論を
用い
て
の
日
本語
文
法の
研
究は
ま
す
ま
す
盛ん
で
ある 。

一
方 、
生
成
変
形
文
法の
内
部で
も
視
野の
拡
大が
は
か
ら
れてい
る 。
久
野

瞭
『
談
話の
文
法』
(昭回・
2 、
『国
語
学』
m
k
井上
初
子の
書
評
あ
り)

は 、
「
文」
の
内
部で
は
扱え
ない
「
省
略」
や
「
視
点」
の
問
題
を
扱っ
た

もの
で
ある 。
生
成
文
法で
深
層
構
造
か
らの
変
形の
必
要
を
説く
時に 、
よ

く
問
題に
さ
れ
る
あい
まい
性を
持つ
文が 、
実
際に
は
場
や
文脈
とい
う 、

い
わ
ば
「
文」
を
越
え
る
環
境の
中で一
義
的な
解
釈を
得て
い
るこ
と
を
思

うと 、
《忠良
23巾
の
文
法の
今
後の
発
展
を
期
待
したい 。

現
代は
交通
機
関やマ
スコ
ミ
の
発
達に
よっ
て 、
世
界
が
非
常に
狭
く
な

っ
て
き
た
時代で
ある 。
日
本の
内
部で
の
問
題
も 、
グロ
ーバ

ル
な
視
野で

し
か
解
決で
き
ない
といっ
たこ
と
が
多い)
文
法
研
究
に
お
い
て
も
同
様

で 、
日
本
語の
文
法
は
今
や
世
界的
な
規
模で
研
究さ
れ
てい
る
と
言っ
て
も

よい 。
ア
メ
リ
カを
中心
と
す
る
生
成
文
法の
研
究
者は
言
うに
及ば
ず 、
ソ

ヴィエ
ト

で
も 、
フ
ラン
ス
で
も 、
ォ
!ス
ト
ラ
リヤ

で
も
世
界
各
国で
専
門
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の
学
者が
日
本
語を
研
究して
お
り 、
お
隣
りの
中
華
人
民
共和
国に
おい
て

も
専
門の
学
会
誌
と
も
言
うべ
き
『日
語
学
習
与
研
究
二)』
が 、
一
九七
九

年
十二
月に
発
刊
さ
れ
(
季
刊) 、
単
行
本
とし
て
も 、
助
詞
の
用
法
を 、
た

と
え
ば
「
が」
と
「は」 、
「
に」
と
「で」
とい
うふ
うに
対
比
的に
扱っ
た

王
宏
編
著
『臼
語
助
詞
新
探』(
上
海
訳
文
出
版
社 、
昭
日・
1)
が
出
版
さ

れ
て
い
る 。
柴
谷
方
良は 、
そ
の
著
『日
本
語の
分
析
|1生成文法の

方法』(
大

修
館
書
底 、
問日
・
ロ 、
『
国
語
学』
山
に
草
薙
裕
の
書
評
あ
り)
で
国
語
学

と
の
接
点を
求め
て
い
る
が 、
好
む
と
好
ま
ざ
る
とに
か
か
わ
ら
ず 、
現
代
語

を
研
究
する
者は
そ
れ
らの
影
響を
受
け
ずに
はい
ら
れ
な
い 。

こ
の
よ
う
な
世
界
的
な
動
きの
中で
は 、
自
己
の
立
場を
見つ
め
直
す
必
要

が
生
じ
て
くる 。

仁
田
義
雄は
前の
期に
発
表し
て
い
る
「
山
田
文
法に
お
ける
文の
認
定」

(
大
阪
外
大
留
別
『
日
本
語・
日
本
文
化』
6)
に
つ
づ
い
て 、
「
時
校
文
法
に

お
ける
文認
定」
(『
大
阪
外
国
語
大
学
学
報』
必

言
語
編 、
昭
臼) 、
「
渡
辺

実の
構
文
論
||文成立論を中心にして
||」

(『
日
本
語・
日
本
文
化』
7 、
昭

日・
3) 、
「三
宅
武
郎の
陳
述
論」(『水
門』
口 、
昭日・
8) 、
「
橋
本
進
吉
の

構
文
論

|橋本国語学の
言語学史的位置づ
けとともに
11」
(『
京
都
教
育
大
学
紀

要』
A
(
人
文・
社
会)
目 、
昭
日・
3) 、
「
松
下
大三
郎
の
文
法
理
論」

(『京
都
教
育
大
学
紀
要』
A
(
人
文・
社
会)
町 、
昭
日・
9)
な
ど
に
おい

て 、
日
本
近
現
代の
代
表
的
な
文
法
学
説
が 、
内
外の
言
語
学と
の
か
か
わ
り

で
占め
る
歴
史
的
な
位
置を
さ
ぐ
り 、
そ
れ
ぞ
れの
学
説の
特色
と
限
界を
指

抱し 、
自
らの
位
置
と
今
後の
展
望を
た
し
か
め
よ
う
と
し
て
い
る 。

自
らの
自に
よ
る
文
法
学
史の
見
直しの
中で 、
と
の
期に
重
点
的に
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
松
下
文
法
で
ある 。

森
岡
健
二
「
明
治
期
文
法
論
の
成
立
|1西洋文法との

対比の
問題
||」(『

国
文

学
論
集』
ロ

上
智
大
学 、
昭日・
1)
は 、
明
治
期
の
三
大
文
法 、
大
根
文

法 、
山
田
文
法 、
松下
文
法
が 、
西
洋
文
法をい
かに
と
り
入
れ
た
か
とい
う

こ
とを 、
て
単
語
とい
う
単
位(
主
と
し
て
助
調 、
助
動
詞
を
ど
う
み
る
か

と
い
う
点) 、
二 、
文
法
範
鴎
(
性 、
数 、
格 、
時 、
態 、
待
遇
な
ど)
の
適

用
とい
うこ
つ
の
問
題に
し
ぼっ
て
調べ 、
そ
れ
ぞ
れの
文
法の
性
格を
明
ら

か
に
し
た
上
で 、
形
態
論
的
観
点
か
ら 、
「
もし
科
学
的
文
法と
い
う
名
称
を

呈
する
と
す
れ
ば 、
松
下
文
法乙
そ
最
もそ
の
名
称に
ふ
さ
わしい
もの
と
思

う」
とし
て
い
る 。

松
下
文
法の
先
見
性と
今目
的
意
義を
評
価し
た
も
の
に
徳
田
政
信「『日

本
俗
語
文
典』
の
特
色
と
史
学
的
意
義」
(『中
京
大
学
文
学
部
紀
要』
u
l

-
-
2 、
昭日-
m) 、
清
水
彰
「『
松
下
文
法』
の
位
置」(『
武
庫
川
国
文』

u・
目 、
昭
日・
3) 、

小
矢
野
哲
夫
「
松
下
大三
郎
の
アス
ペ
ク
ト・

テ
ン

ス
観
||『日本俗語文典』
と『
改鋳標準日本文法』
の
違い
ll」

(『
文
芸
研
究』
叩

東
北
大
学
文
学
部 、
昭日・
1)
な
ど
が
ある 。

今や日
本
語
文
法の
研
究に
おい
て
も 、
国
内の
先人の
業
績に
学ぶ
と
と

もに 、
海
外の
学
説を
も
広
く
視
野に
お
さめ 、
世
界の
学
者と
手を
た
ずさ

え
て 、
進
ん
で
行
くべ
き
時で
あ
ろ
う 。
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次に
文の
種
類の
問
題
と
助
詞の
問
題を
と
り
あ
げ
る 。

川
端
善
明「
形
容
詞
文・
動
詞
文
概
念
と
文
法
範
鴎
|述腐の構造につい

て
|l
(
阪
倉
篤
義
編
『
論
集
日
本
文
学・
日
本
語
5

現
代』
角
川
書
庖 、
昭

日・
8)
は 、
A
対
非A
とい
う
対立
的
な
あ
り
方
とし
て
動
詞
文と
形
容
詞

文を
位
置づ
け 、
そ
の
述
語の
中に 、
空
間
量 、
時
間
量
を
含み
な
が
ら 、
居

ヴオイλアスペタルテンス

とし
て 、
対
立
的・
相
関
的に
位
置
す
る
もの
とし
て 、
相 、
態 、
時 、
叙



法(理論・現代)

法
を、
統一
的
に
描
き
出
し
た
もの
で、
述
語の
形
態
と
文
法
的
意
味
と
の
最

も
凝
縮
的
な
記
述
と
も
言
うべ
き
もの
で
あ
る。

ま
た、
仁
田
義
雄
「日
本
語
文の
表
現
類
型
ll主格の人称制限と文末構造のあ

り方の
観点において
ll」

(『
英
語
と
日
本
語
と

林
栄一
教
授
還
暦
記
念
論
文

集』、
昭
日-
m)
は、
日
本
語の
文
類
型
と
主
格
の
人
称
制
限
を
観
察
し
て

次
の
よ
うに
分
類
す
る。

ヘ
表
出
型
(
意
志・
感
情・
感
覚
表
現)
:::
自
称詞
の
み
を
取
る

一
訴
え
型
(
命
令・
希
求・
勧
誘
表
現)
:::
対
称詞
の
み
を
取
る

)

「
状
況
描
写
文:::
他
称
詞の
み
を

文
類
型ム

一

一
演述
型
:
他
称
詞
を
取
る
一

取る

一

一
判
断
文:::
自
称
詞
・
対
称
詞
も

f

r

取
る

〔

た

だ

し

(

)

内

は

佐

治

注
〕

そ
の
上
で
そ
れ
ぞ
れの
型の
文
末
構
造
に、
ヴォ
イ
ス、
ア
ス
ペ
ク
ト、
テ
ン

ス、
判
断のム
l
ド
の、
ど
れ
だ
け
が
現
れ
得
る
か
を
観
察し
て、
文
類
型に

よ
る
助
動
詞
の
相
互
承
接
を
含ん
だ
現
れ
方を
指
摘
し
て
い
る。
今
後、
文

型、
文の
分
類、
文
末
構
造
を
考
え
る
上
で、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
論
文だ

と
思
う。

次に、
文の
種
類と
も
関
連し
て、
助
詞
「
は」
と
「
が」
の
問
題
に
つ
い

て
は、
今
期
も
多くの
論
考が
発
表
さ
れて
い
る。
ま
ず、
大
野
晋
著
『日
本

語の
文
法
を
考え
る』
(
岩
波
新
世官、
昭日・
7)
は、
既
知
と
土木
知
と
い
う

こ
つ
の
要
素の
組
合せ
か
ら、
四つ
の
文
型
がつ
く
ら
れ、
既
知(
扱
い)
の

下に
はハ、
未
知
(
扱い)
の
下に
は
ガ
が
使
わ
れ、
乙
れ
が
現
代日
本
語の

文の
基
本
的
な
構
造
だ
と
い
う。
八ハ・
ガ
H
既
知・
未
知〉
説
は、
明
確
な

形
で
は、
松
村
明「
主
格
表
現
に
お
け
る
助
詞
『
が』
と
『
は』
の
問
題」

文

(昭お)
に
は
じ
ま
り、
多
少
形
を
変
え
な
が
ら、
久
野
障『日
本
文
法
研
究』

(
昭泊四)
等に
至っ
て、
現
在
もっ
と
も一
般
化
し
てい
る
説
で
あ
る
が、
「は」

「
が」
が
用い
ら
れ
る
場
合の
制
限
をい
ろい
ろ
と
設
け
な
け
れ
ば
言
え
な
い

もの
で
あ
る。

増
井
金
典
『「
が」
と
「
は」
につ
い
て(そ
の
四

|上会晋氏の仮説(底知・

未知鋭)
批判
11)』
(『滋
賀
大
国
文』
げ、
昭日)
は、

O
私が乙
乙
で
書乙
う
と
思
うの
刷、
人
間
と
し
て
の
ゲ1
テ
刺
私に
とっ

て
ど
うい
う
存
在
で
あ
る
か
とい
うと
と
で
あ
る。

O
待
望の
春
場
所
刺
明日
に
迫
り
ま
し
た。

な
ど、
ハ
は
既
知
(
扱い
て
ガ
は
未
知(
扱い)
と
す
るこ
と
が
不
適
当
だ

と
恩
わ
れ
る
例
文を
あ
げ
て
大
野
説
を
批
判
し、
大
略
「ハ
は
重
点
が
そ
の
下

に
来
る、
ガ
は
重
点
が
そ
の
上に
来
る」
とい
う
自
説
を
示し
て
い
る。

そ
の
他に
も
数
編の
論
文が
あ
る
が、
中
で
も
尾上
圭
介
「
助
詞
『は』
研

究
史に
お
け
る
意
味
と
文
法」
(『
神
戸
大
学
文
学
部三
十
周
年
記
念
論
集』、

昭
日-
m)
は
「
は」
を
全
体
像
と
し
て
と
らえ
る
た
め
に、
「
は」
の
研
究

史を、
大
略、
(
ご、
係
り
結
び、
(ニ)、
強
調、
(三)、
提
題、
の
三つ
の

視
点
か
らた
ど
り
直
し、
「は」
は
意
味
的に
は
グ
拒
斥、
排
他d
で、
機
能

的に
はコ
ピュ
ラ
相
当の
係
助
詞
性
を
持つ
が
ゆ
えに
文
中
繋
辞
と
し
て
グ二

分日
結AF
の
働
き
を
持
ち、
そ
の
J一
分d
はつ
ね
に
グ
結
合d
を
含ん
で

い
る
が
ゆ
え
に
「
は」
は
M
題
目
提
示H
の
働
き
を
持っ
と
す
る
もの
で、

「は」
に
よ
る
「
文
事
態
の
拒
斥
的
特
立」
とい
う
見
方は
「は」
の
本
質を

鋭
くつ
い
た
卓
見で
あ
る
と
思
う。

私は
大
筋に
お
い
て
乙
の
意
見に
賛
成
で
あ
る
が、
「
私は
昨日、

銅剣司

休ん
だ」
と
い
う
よ
う
な
文
中の、
原
因・
理
由
を
表
す
状
況
語
は、
「
は」

で
と
り
た
て
て、
「
私
は
昨日、

周到割削
休ん
だ」
な
ど
と
は号守え
な
い
点
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ゃ、
「
万
年
筆

割削凶ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
く乙
と」
な
ど
の
「
は」
を
も
考
慮

に
入
れ
る
と、
「
拒
斥
的
特
立」
とい
う
もの
も
全
体
を
お
お
う
も
の
と
は
言

い
が
た
い
と
思
う
の
で、
と
の
機
会に
以
下の
私
見を
記
し
て
お
き
た
い。

「
は」
の
よ
う
な、
一
定
の
語
形
と
意
味
(
対
象
的
意
味
と
か
機
能
的
意
味

と
か)
を
持つ
形
式に
は、
そ
れ
が
ど
と
に
現
れ
て
い
て
も
常に
もっ
て
い
る

性
質が
あ
る
もの
と
仮
定し、
そ
れ
を
「
中
心
的
性
質」
と
呼
ぶ。
「
は」
の

そ
れ
は、
「そ
の
統
括
す
る
もの
を
後に
続く
叙
述の
前
提
と
し
て
誌の
場に

提
示し
て、
叙
述の
範
囲を
そ
れに
限
定
す
る」
とい
うこ
と
で
あ
ろ
う
と
思

う。
「
は」
が
非
対
比
的
意
味
を
持つ
徒の
名
詞につ
い
た
場
合、
そ
れ
は一

文
全
体の
大
前
提H
主
題
(
松
下
文
法の
大題
目)
と
し
て
そ
れにつ
い
て
の

叙
述
が
終
る
とこ
ろ
(
多く
は
文
末)
ま
で
係っ
て
い
く
(そ
れ
が
係
助
詞

性)
が、
叙
述
部
中の
成
分につ
い
た
場
合に
は
小
前
提
し
か
表
さ
ず、
そ
の

場
合に
は
常に
対
比
的
なニ
ュ
ア
ン
ス
を
持っ
て
い
て、
文
末
まで
係
る
と
は

限
らない。
こ
の
よ
うに
何
と
共
起
す
る
か
に
よっ
て一示
す
性
質を
「
共
起
的

性
質」
と
呼ぶ。
主
題は一
文中の
大
前
提
と
し
て
最
初に
措
定
さ
れ
た
もの

で
あ
る
の
で
不
可
変、
不
自
由
(
松
下
文
法)
で
あ
り、
そ
の
示
す
範
囲の
限

ら
れ
た
もの
で
あ
る
必
要が
あ
り、
多
く
の
場
合に
は、
話
し
手
と
聞
き
手
と

の
共
通
の
理
解の'成
り
立つ
もの
が
な
り、
そ
の
意
味
で
古
い
情
報
で
あ
る

が、
そ
の
内
容の
既
知・
未
知
と
は、
直
接
的に
は
か
か
わ
り
が
ない。
叙
述

部
中の
と
り
た
て
の
「
は」
に
は
そ
の
よ
う
な
制
限
は
ない。
と
の
よ
うに
共

起
関
係に
よっ
て
表
れ
る
特
徴
を
「
副
次
的
特
徴」
と
言
う。
次に
「
は」
は

時に
は
強
調
を
表
す
と
感
じ
ら
れ
た
り、
ま
た
格
助
詞の
代
行
を
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
が、
そ
れ
を
「
現
象
的
外
見」
と
呼ぶ。
ま

た
個
人
的
な、
臨
時
的
な
用
法
上
の
特
徴(
多
く
は
誤
用の
領
域
に
入
り
か
け

て
い
る
もの)
を
伴
うこ
と
が
あ
り、
そ
れ
を
「
個
別
的
臨
時
的
特
徴」
と
呼

ぶ。
以
上の
よ
う
な
分
析
の
方
法
と
そ
れに
基づ
く
記
述
が、
乙
の
よ
う
な
語

(あ
る
い
は
語
的
な
形
式)
に
は
必
要な
の
で
は
ない
か
と
思
う。

「
が」
は、
「
を」
「に」
「と」
「へ」
「
か
ら」
な
ど
と
同じ
で、
格
成
分
を

作
り、
そ
の
成
分の
述
語に
対
す
るこ
と
が
ら
的
関
係
を
示し
て、
全
体
を乙

と
が
ら
と
し
て
ま
と
め
描く
た
め
の
もの
で、
そ
の
中
心
的
性
質を
「
は」
と

は
まっ
た
く
異に
す
る
もの
で
あ
る。
「
が」
に
よっ
て
作
ら
れ
る
成
分は、
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叙
述
部
中の
他の
すべ
て
の
成
分と
間
程
度に
お
い
て 、
新
しい
情
報を
担い

う
る
(いつ
も
担っ
てい
る
と
は
限
ら
ない)
に
す
ぎ
ない
もの
で
あ
る 。
乙

の
問
題に
つ
い
てこ
れ
以
上
述べ
る
ζ
と
は
紙
幅が
許
さ
ない 。

次
に
「
は」
と
の
関
連
で
「
も」
を
と
り
あ
げ
る
な
ら
ば 、
高
橋
太
郎
の

「『
も』
に
よ
る
と
り
た
て
形
の
記
述
的
研
究」
(『
国
立
居語
研
究
所
報
告

位』 、
昭臼・
3)
は 、
「
も」
に
よ
る
と
りた
て
形の
「
か
た
ちつ
く
り」
の

記
述に
は
じ
ま
り 、
「
も」
の
用
法
を
分
類しつ
つ
記
述
し
た
もの
で 、
「
も」

の
共
起
的
性
質を
記
述
し
た
もの
と
し
て
は
最
も
網
羅
的で
す
ぐ
れた
もの
で

あ
る
が 、
お
し
む
ら
く
は 、
そ
の
中
心
的
性
質を
はっ
き
りお
さ
え
た
上
で
の

記
述
で
ない
た
め
に
折
角の
記
述
が
羅
列
的で
ま
と
ま
りを
欠い
た
もの
に
感

じ
ら
れ
る 。

同
じ
く 、
高
橋
太
郎の
「よ乙
の
限
定の
『だ
け』
の 、
た
て
の
構
文
機
能

へ
の
か
か
わ
り」
(『群
女
国
文』
7 、
昭日・
6)
は 、
パ
ラ
ディ
グマ
チッ

ク
に
横に
な
ら
ぶ
もの
の
中か
ら 、
そ
れ
を
と
りだ
し
て
他
は
除
く乙
とを
示

す
(よ
と
の
限
定の)
「
だ
け」
が 、
シ
ン
タ
グマ
チッ
ク
な
た
て
の
統
合に

ど
の
よ
う
な
影
響を
与
え 、
役
割を
果
た
す
かを
考
察し
た
もの
で 、

O
か
わい
い
問刷の
女 。

に
見
ら
れ
る
よ
う
な 、
「
連
体形の
と
りた
て
形
式」
と
か 、

O
山
北
は
形だ
け
属をつ
けて
欽
むふ
りを
し
な
が
ら

に
見
ら
れ
る
よ
うに 、
は
だ
かの
ま
まで
は
修飾
語
に
な
れ
な
い
名
詞に 、

「だ
け」
がつ
く乙
と
に
よっ
て
名
詞
が
状
態
性
名
詞
に
か
わっ
て
修
飾
語に

な
り
得
るこ
と
と
か 、

A
自
動
車で
だ
け
は
の
ぼ
れ
ない 。

B
自
動
車だ
けで
は
の
ぼ
れ
ない 。

な
ど
に
お
い
て 、
「だ
け」
が
そ
の一
定の
陳
述
的
な
段
階に
お
い
て 、
分
割

文

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る乙
と
な
ど 、
い
ろい
ろ
と
興
味の
あ
る
現
象を
指
摘

し
て
い
る 。
布
村
政
雄「
格
助
詞
l1渡辺実君の構文鈴をめぐ勺て
11」

(『宮
城

教
育
大
学
国
語
国
文』
9、
昭臼
・4)
は 、
名
詞を
無
機
能
語
と
し 、
格
助

詞
を
「
語」
と
す
るこ
と
に
対
する
批
判で
あ
る
が 、
絡
助
詞
は
語
(
といっ

て
も
詞につ
くべ
き
辞と
し
て
の
そ
れ)
と
すべ
き
か 、
そ
れ
と
も
名
詞の
格

変
化
と
すべ
き
か 。
さ
きの
副
助
詞
との
関
係や 、
係
助
詞
を
ど
う
見る
か
と

い
う
問
題
と
も
か
らん
で
む
ず
かしい
問
題で
あ
る 。

まつ
もと
ひ
ろ
た
け
「に
格の
名
詞
と
形
容
詞
との
く
み
あ
わせ
11速話

の記述とその周辺
||」

(『
言
語
の
研
究』 、
昭弘-
m)
は
「に
格の
名
詞
と
形

容
詞」
と
の
結びつ
きの
あ
り
方を 、
大
き
く(一)

対
象
的
な
む
すびつ
き 、

(ニ)
規
定
的
な
む
すびつ
き 、
(三)
状
況
的
な
む
すびつ
きに
分
け 、
実
例

に
よっ
て 、
そ
れ
ぞ
れの
内
部を
さ
らに
詳
細に
分
類・
記
述
し
た
もの
で
あ

る 。
武
市
恵
美
子
「
連
用
成
分
『
||ト』

の
構
文
論
的
考
察」
(『国
語
学』

山 、
昭日
・3)
は 、
「
構
文に
お
け
る
種々
の
特
徴に
注目」
し
て 、
「
ー

ト」
を
共
同
成
分 、
対
称成
分 、
属
性
成
分の
三つ
に
分
類し
た
もの
で
あ
る

が 、
乙
れ
らは
構
文
上の
レベ
ル
を
異に
す
る
成
分を
作っ
てい
る乙
とに
つ

い
て
の
分
析が
必
要で
あ
ろ
う 。

指
示
語の
考
察に
関し
て
は 、
此の
期に
大
き
な
前進
が
あっ
た
と
思
う 。

ま
ず 、
堀口
和
吉
は
「
指
示
語
の
表
現
性」
(『日
本
語
日
本
文化』
8 、
昭

臼
・9)
及
び
「
指
示
語コ・
ソ・
ア
考」
(『論集
日
本
文
学・
日
本
語5』 、

前
掲)
に
お
い
て 、
指
示
語の
用
法を
現
場
指
示 、
文
脈
指
示 、
観
念
指
示 、，

絶
対
指
示 、
と
分
けて
分
析
し 、
コ・
ソ・
ア
を 、
近
遠の
ほ
かに 、
対
象を

自己に
関
わ
り
が
強い
もの
と
し
て
強
烈に
指
示
する
強
烈
指
示と 、
自己に
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関
わ
り
が
弱い
と
し
て
平
静に
指
し
示
す
平
静
指
示
とい
う二
つ
の
観
点
か
ら

分
け、
コ
は
近
称で
強
烈
指
示、
ソ
は
中
称で
平
静
指
示、
ア
は
遠
称
で
強
烈

指
示
だ
と
し
た。

ま
た、
黒
田
成
幸
「(コ)・
ソ・
ア
に
つ
い
て」
(『英
語
と
日
本
語と』

〔
前
掲〕)
は、
指
示
詞
代
名
詞の
用
法
を
独
立
的
と
照
応
的の
二
つ
に
分
け、

自
己
の
内
部
で
聞
き
手が
分
裂
的に
存
在し
て
い
る
の
で
ない
場
合の
独
り
言

(あ
る
い
は
内
部
恩
考)
を
話の
場
と
す
る
(コ)・
ソ・
ア
の
使い
わ
け
を
考

え
て、
ア
系
(
及
びコ
系)
は
直
接
的、
体
験
的
知
識、
ソ
系
は
(
単に)
概

念
的
な
知
識と
い
う
対
立
を
認
め、
対
話
の
場
面に
お
け
る
照
応
的
用
法
を
も

検
討
し
た
上
で、
「
指
示
詞ソ・
ア
の
選
択に
真に
本
質
的な
要
因
は
話
し
手

及
び
聞
き
手が
対
象
を
『
よ
く
知っ
て
い
る
かい
ない
か』
とい
うこ
と
で
は

な
く、
話
し
手
が、
指
示
詞
使
用
の
場
面に
お
い
て、
対
象
を
概
念
的
知
識の

対
象
と
し
て
指
向
す
る
か
直
接
的
知
識の
対
象
と
し
て
指
向
す
る
か、
とい
う

こ
と
に
あ
る」
と
結
論
し、
眼
前
的
用
法に
お
い
て、
ひ
と
り
言の
場
合に
は

ア
と
指
す
もの
が
聞
き
手の
存
在
が
介
入
す
るこ
と
に
よっ
て
ソ
に
変っ
た
り

す
る
とい
うと
と
は、
「
他
者の
直
接
的
知
識を、
自
己
(
意
識)
の
直
接
的

知
識で
は
ない
もの
(
自己
の
直
接
的
意
識と
対
立
する
もの)
と
し
て
把
握

す
る
もの
で
あ
る」
とい
う乙
と
に
な
る
と
し
て
い
る。
と
の
見
解
は
堀口
の

そ
れ
と
も
近
く、
話
し
手
は
聞
き
手
を
自
己
に
対
立
す
る
存
在
と
し
て
措
定
す

るこ
と
も、
《
わ
れ
わ
れ》
とい
う
形
で、
非
対
立
的
存
在
と
し
て
話
し
手の

側に
と
り
入
れて
し
ま
う乙
と
も
で
き、
遠い
対
象に
対し
て
は《わ
れ
わ
れ》

とい
う
立
場
を
と
り
や
すい
もの
だ
とい
う乙
と
を、
こ
れ
らの
見
解に
プ
ラ

ス
す
る乙
と
に
よっ
て、
か
な
り
本
質に
迫
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

ま
た、
今
井
四
郎
「
指
示
代
名
詞の
指
示
機
能につ
い
て」
(『北
海道
大
学

人
文
科
学
論
集』
目、
昭日・
3)
は、
心
理
学の
立
場
か
ら、
指
示
代
名
詞、

コ・
ソ・
ア
の
用
法
を
実
験
的に
た
し
か
め、
興
味
あ
る
結
論
を
引
き
だ
し
て

い
る。
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三
尾
真
理
「
疑
問
詞と
そ
の
用
法」
(『日
本
語
教
育』
拐、
昭日・
2)
は、

疑
問
詞
及
び
そ
れに「か」「
も」
の
付い
た
形
を、
疑
問
称(な
に、
どと
等)、

不
定
個
称
(な
に
か、
どと
か
等)、
不
定
全
称
(な
に
も、
どζ
も
等)
と

呼ん
で、
そ
の
現
代
語
と
し
て
考え
ら
れ
る
限
り
を
表
示し
て、
そ
の
各々
の

用
法
を
記
述
し
た
もの
で
あ
る。

形
式
名
詞
お
よ
び
そ
の
グル
ー
プ
の
研
究を
精
力
的に
行っ
て
い
る
寺
村
秀

夫は
「
連
体
修
飾の
シ
ン
タ
クス
と
意
味
ーーその四
ーーー」(『日
本
語・
日
本
文

化』
7、
昭臼・
3)、
「『トコ
ロ』
の
意
味
と
機
能」
(『語
文』
也
大
阪

大
学
国
文
学
研
究
室、
昭
日・
6)
な
ど
に
お
い
て、
形
式
名
詞
「ハ
ズ」

「

ワ

ケ
」

「

ト

コ

ロ

」

な

ど

や

「

ダ

ケ
」

「

ヨ

ウ

」

な

ど

の
、

種

々

の

用

法

を

検

討
し
て
い
る。
ま
た
「ム
1
ド
の
形
式と
否
定」
(『英
語
と
日
本
語
と』
〔
前

掲〕)
で
はム
l
ド
を
表
す
形
式と
し
て
ダロ
ウ、
ソ
ウ
ダ
(
伝
聞)、
ラシ
イ

(

推

定
)
、

ノ

ダ
、

ワ

ケ

ダ
、

ハ

ズ

ダ
、

ト

コ

ロ
J

夕
、

パ

カ

リ

ダ
、

ベ

キ

ダ

な

ど

を
と
り
あ
げ、
否
定の
ナ
イ
が
そ
の
前、
あ
るい
は
後に
来
得
る
か
ど
う
か
と

い
うこ
と
を
た
し
か
め
た
上で、
否
定に
はコ
ト
に
属
す
る
(あ
る
い
は
関
わ

る
)

も

の

と
、

ム

ー

ド

に

属

す

る

(

あ

る

い

は

関

わ

る
)

も

の

の

二

種

類

が

あ

る
と
し
て
い
る。
そ
れに
対し
て
中
右
実
「モ
ダ
リ
ティ
と
命
題」
(『
英
語
と

日
本
語
と』
〔
前
掲〕)
は、
文
は
命
題の
部
分
とモ
ダ
リ
ティ
の
部
分か
ら
成

り
立っ
て
い
る
と
仮
定し、
モ
ダ
リ
ティ
を
話
者の
発
話
時(
瞬
間的
現
在)

に
お
け
る
心
的
態
度
の
表
現
と
規
定し
て、
モ
ダ
リ
ティ
表
現
に
は、
否
定

も、
過
去
もな
く、
否
定や
過
去の
形で
表
さ
れ
た
もの
は
すべ
て
命
題の
表

現
で
あ
る
と
す
る。
「は
ずだ」
はモ
ダ
リティ
の
表
現だ
が
「
は
ずだっ
た」

「
は
ずで
な
かっ
た」
は
命
題の
表
現
で
あ
る。
「
まい」
や
禁
止
の
「
な」
も



命
題
否
定で
あっ
てモ
ダ
リティ

否
定で
は
ない
と
す
る 。
寺
村のム
l
ド
と

中
右
の
モ
ダ
リティ
は
そ
の
包
む
範
囲に
広
狭の
差
が
あ
る
よ
うで
あ
る
が 、

乙
の
辺の
とと
ろ
は 、
陳
述
論
争に
おい
て
も
か
な
り
議
論さ
れた
部
分で
あ

る 。

法(理 論 ・現代)

ま
た 、
寺
村
秀
夫
「
語
法
と
社
会
通
念」
(『
日
本
語
・
日
本
文
化』
8 、
昭

日
・9)
は 、
外
界に
依
存
す
る
表
現の
典
型
的
な
もの
と
し
て 、
「ノ
ダ」

とコ
ソ
ア
ド

を
と
り
あ
げ 、
「『:::
ノ
ダ』
と
い
う
表
現
は 、
っ
き
つ
め
る

と 、
『Xハ
Y
ダ』
の
『Xハ』
の
部
分
が
外界の
状
況
で
あ
る
場
合 、
そ
の

(
言
語
化
さ
れ
な
い
と
とが
多い)
X
を
題
目
(寸01口)
と
し
て
そ
れに
解
説

(のo
g
g
gc
を
加
え
る
表
現」
だ
と
し
て 、
「
ノ
ダ」
の
表
わ
す
内
容
は 、

「
その
発
話の
状
況に
よっ
て
決
ま
る 、
い
い
か
え
る
と 、
そ
の
状
況に
お
け
る

聞
き
手の
判
断に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る」
点に 、
「ノ
ダ」
の
特色が
あ
る
と
して

い
る 。
と
れは
大
筋に
おい
て
山口
佳
也
「『の
だ』
の
文に
つ
い
て」
(『
国

文
学
研
究』
〈
早
稲
田
大
学
〉
昭
印
・
6 、
後
に 、
「
助
動
詞」
『
論
集
日
本
語

研
究』
7 、
昭
日
・
2
に
再
録)
の
「の
だ」
は
常に
〈
ノ
ワ

||ノ
ダ
V
と

理
解
すべ
き
だ
とい
う
意
見と
と
もに
私
見と
近い
もの
で
あ
る
が 、
私は
現

在は 、
「ノ
は
そ
の
前の
述
語
を
連
体形に
す
る乙
と
に
よっ
て
判
断
を
客
体

化し 、
話
し
手の
主
観と
切
りは
な
さ
れた
とこ
ろ
で
成
立
す
る
もの
と
し
て

固
定し 、
ダ
は
そ
れ
を
も
う一
度
主
観
的に
断
定
す
る」
とこ
ろ
に
本
質が
あ

る
と
考
え
て
い
る 。「の
だ」
に
関し
て
は 、
永尾
章
曹「
主
体の
立
場の
あ
る

表
現
に
つ
い
て
l|「のだ」

終止の
文を
中心に
||」(

広
島
文
教
女
子
大
学
『
国
文

学
会
国
語
国
文
学
論
孜』、
昭日
・
ロ)
が
あ
る 。

寺
村は
同
じ
論
文の
中で 、
「サス
ガニ」
「サス
ガノ」
「:::ドコ
ロ
カ」

な
ど
多
くの
形
式を
「
社
会
的
通
念
を
前
提と
す
る
表
現」
だ
と
し
て
あ
げ
て

い
る 。
と
の
面か
らの
語
用
論
的
研
究は 、
興
味
あ
る
もの
と
な
る
だ
ろ
う 。

文

四

ア
スペ
ク
ト

の
研
究に
関し
て
も
前進
が
見
ら
れ
る 。

奥田
靖
雄「ア
スペ
ク
ト

の
研
究を
め
ぐっ
て
上」(『教
育
国
語』
回 、
昭臼・

6) 、
「
同
下」
(
周回 、
昭日・
9)
は 、
先の
「
ア
スペ
ク
ト .の

研
究
をめ

ぐっ
て
||金田一
的段
階ii」
(『宮
城
教
育
大
学
国
語
国
文』
8 、
昭臼
・
4)

を
よ
り
く
わ
し
く

述べ
た
もの
で 、
金田一
春
彦「
国
語
動
詞の一
分
類」
に

は
じ
ま
り 、
吉川
武
時
「
現
代日
本
語
動
詞の
アスペ
ク
トの

研
究」
に
至
る

アスペ
ク
トに

関
する
諸
論
文
(その
主
要
な
もの
は
金
田一
春
彦
編
『日
本

語
動
詞の
ア
ス
ペ
ク
ト』
昭日
・
5
に
集
録
さ
れ
て
い
る)
に
対
して 、
方
法

論
的
な
批
判を
加
え
な
が
ら 、
2
2
と色丹市l
EH
を
ア
ス
ぺ
ク
チュ
アル
な

形の
対
立
(目E
E--
完
成
相 、
色丹市l-
z:
継
続
格)
と
し
て
と
らえ
るべ
き

だ
と
し
て 、
ま
ずそ
の
対
立を
持た
ない
動
詞
と
持つ
動
詞
(
動
作
動
詞)
に

わ
け
る 。
後
者に
属
す
る
動
詞
は 、
回目丹市ム
Z
とい
うア
スペ
ク
チュ
アル
な

形
で
付
《
動
作の
継
続》 、
∞
《
変
化の
結
果の
継
続》
とい
うこ
つ
の
アス

ペ
ク
チュ
アル
な
意
味の
ど
ち
ら
か
を
実
現
するの
で
あ
る
が 、
そ
れ
は
その

動
詞
の
語
集
的
な
意
味
に
基づ
い
てい
るの
で
あっ
て 、
村 、
∞に
属
す
る

動
詞の
意
味を
抽
象して 、
い
わ
ゆ
る
カテゴ
リ
カル
な
意
味を
求め
れ
ば 、

付
継
続
動
詞
は
《
主
体に
変
化を
もた
ら
さ
ない
動
作》
を
あ
ら
わ
す
もの 、

口
結
果
動
詞
は
《
主
体に
変
化
を
もた
ら
す
動
作》
を
あ
ら
わ
す
もの
と
す
る

べ
き
だ
と
す
る 。
そ
う
す
る乙
と
に
よっ
て 、
他
動
詞
(あ
ける 、
し
め
る 、

流
す
等)
と
自
動
詞
(あ
く 、
し
まる 、
流
れ
る
等)
の
対立
が
同
時に
継
続

動
詞
と
結
果
動
詞の
対
立に
なっ
て
い
た
り 、
なっ
てい
な
かっ
た
り 、
他
動

詞に
よ
る
能
動
態
と
受
動
態の
対立
が
継
続
動
詞
と
結
果
動
詞の
対立に
なっ

た
り
な
ら
な
かっ
た
り
す
る
現
象を
統一
的に 、
文
法
的
に
説
明
し
得
て
い

49 



る。
文
法に
か
か
わ
る
カ
テゴ
リ
カ
ル
な
意
味の
抽
出
が
文
法
論に
とっ
て
い

か
に
大
切
で
ある
か
とい
うと
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
論
文で
あ
り、
同
「
意

味
と
機
能」
(『教
育
国
籍』
回、
昭日・
9)
と
と
も
に
今
後の
ア
スペ
ク
ト

の
研
究を
方
向づ
ける
役
割
を
果
た
すの
み
な
ら
ず、
《
意
味》
と《
文
法》
を

考
え
る
上
で
の
拠
り
ど
乙
ろに
なる
もの
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れる。

渡
辺
義
夫
「
ア
スペ
ク
チュ
ア
ル
な
意
味
を
実
現
する
条
件に
つ
い
て
の
考

察
||シテイルのばあい
ls」(言語学研究会編『言語の研究』 、昭弘-
m)

は、
奥
田
論
文の
指
摘
を
受
け
と
め
て、
実
例
を
検
討
し
た
もの
で
あ
り、
鈴

木重幸「現代日本語の
テンス
||終止的な述語につかわれた完成相の叙述法断

定のばあい
||」(『言語の研究』〔前掲〕)
も奥田靖雄の説を受けて 、
動

詞
の
2
2
形
を
《
完
成
相》、
巴gl-
2
形
を
《
継
続
相》
と
み
て、
両
者が

ア
スペ
ク
ト
の
対
立
を
表
す
もの
と
し
て
把
握し
た
上
で、
「
た」
の
表
す
意

味
内
容
を
記
述し
直
し
た
もの
で
ある。

紙
谷
栄
治
は
「
連
体
用
法に
お
け
る
テ
ン
ス
に
関
す
る
意
味
に
つ
い
て」

(『京都府立大学学術報告
人文』初 、
昭臼) 、「『た』
の特殊な用法につ

い
て」(『京都府立大学学術報
告
人
文』
幻
〈
ω
周
年
記
念
号
〉、昭日)、

「『て
い
る』
につ
い
て」(『語文』
お 、
〈大
阪
大学
国
文学研究室
V 、
昭

国-
m)
や
「
終
止
用
法に
お
け
る
テ
ン
ス
と
ア
スペ
ク
ト
に
つ
い
て」
(『国

語
学』
山、
昭
町内・
9)
に
おい
て
連
体
用
法の
場
合の
「
I」
形
は
現
実の

時
を
表
さ
ない、
「
t
た」
形
は
「
既
然」
「
完
了」
といっ
た
ア
スペ
ク
ト
と

と
もに
現
実の
時
を
も
表
す。
終止
用
法で
は、
テ
ン
ス
の
意
味が
表
面に
出

て
く
る。
そ
し
て、
動
詞の
意
味に
よっ
て、
「
t」
形
は、
未
来
お
よ
び
終

っ
て
い
ない
とい
う
意
味
で
の
現
在の
い
ろい
ろ
な
意
味
を
表
す。
「
た」
形

は
すべ
て
過
去に
お
け
る
そ
れ
ら
を
表
す。
一
括
す
れ
ば、
「
る」
と
「た」

の
対
立
は
非
過
去と
過
去の
対
立
だ
とい
うこ
と
が
で
き
る。
そ
の
ζ
と
は
連

体
用
法に
おい
て
も
あて
は
ま
る。
な
お、、
従
属
節(
接
続
成
分)
に
お
い
てρ

時の一
致
が
必
要と
さ
れる
の
は、
従
属
節が
比
較
的
独
立
性が
強い
の
でJ

現
実の
時
を
表
す乙
と
が
要
請さ
れる
か
らだ
と
七
て
い
る0
1

e
t

以
上
の
諸
論
考に
よっ
てハ
ア
スペ
ヲ
ト、
テ
ン
ス
の
す
が
た
は
か
な
り
明

ら
か
に
なっ
て
き
た
よ
うに
恩
わ
れる。
な
お、
ア
スペ
ク
ト、
チ
ン
只
につ

い
て
は、
吉
川
武
時「『して
い
て
下さ
い』の
意
味
||『

待勺て下さい』
と『
待っ

ていて下さい』の使い分け
||」(『日本語学校論集』
6 、
昭臼) 、
高木一
彦

「
慣用
句の
文法
的
な
特
徴

||テンス
の制限
|l」(『言語の研究』、

昭
国
­

m)、
小
矢
野
智
夫
「
打
消
助動
詞『
ない』
の一
特
性
|1アスペ
クトを
表わ
す

場合
||」

{『日本
籍・
日本
文
化』
8 、
昭
日・
9)
な
ど
多
くの

論
文が
あ

る
が、
紙
幅の
都
合で
言
及
で
き
ない。

次に、
城
田
俊「
助
動
詞の
意
味」(『国
語

寸|
寸
」
パ1
11一

学』
町 、
昭日・
6)
は、
言語
事
象
を
話
さ

宇一
Z戸一
時一
時一

三

一
手一
れ一
れ一
信一

れ
る
事
柄
と
話
す
話に
分
け、
そ
の
各々
の
担

担
し-

2-
百ー一
間

一
為一
為
オ
川1川 |一

い
手
と
の
関
係
を
下
図の
よ
う
に
分
析し、
そ

一一
二
J一
語
らい一

れ
ら
の
関係
を
軸と
し
て
助
動
詞の
文
法
上の

象
寸
利
「 |
|
|一

意
味
を、
全
体の
組
織と
体
系の
輪
郭
をお
さ

E一

一

話
一

え
な
が
ら
記
述
し
た
す
ぐ
れ
た
論
文で
ある。

「
同
|
「
ー
し

た
だ、
助
動
詞
の
中に、
「
せ
る・
さ
せ
る」

話
さ
れる
話
す

「
れ
る・
ら
れ
る」
「
たい」
「た
が
る」
を
も
含め
る
の
な
ら
ば、
用品百
そ
の

もの
も
含
ま
れ
て
く
ると
と、
《
らしい》
の
類を
「
話
す場
合、
完
全
な
否

定
と
し
て
は
筋
立
て
る乙
と
が
で
き
ず、
さ
り
と
て
完
全
な
肯
定
と
し
て
も
筋

立
ちに
くい
事
柄」
を
示
す
と
し
て
《ない》
と一
緒に
事
柄の
内
部の
助
動

詞
と
し
て
い
る
点に
は
同
意
で
き
ない。
し
か
し、
テ
ン
ス、
ア
スペ
ク
ト、

法
な
ど
の
扱い
に
は
すっ
き
り
し
た
もの
が
感
じ
ら
れ、
期
待の
持て
る
論に

50 



なっ
て
い
る 。

連
体
構
造につ
い
て
は 、
言
語
学
研
究
会の
グル
ー

プ
の
た
か
は
し
た
ろ
う

「
連
休
動
詞
句
と
名
詞の
か
かわ
り
あい
につ
い
ての
序
説」
(言
語
学研
究
会

縞
『言
語
の
研
究』 、
昭日・
叩) 、
鈴
木
康
之「
規
定
語
と
他の
文の
成
分
と

の
移
行
関
係
|文の成分としての規定語の研究のために
|l」

(『言
語
の
研
究』 、

昭日-
m) 、
同「ノ
格の
名
詞
と
名
詞
と
の
く
み
あ
わ
せ
ω
l

ω」
(
ω『教

育
国
語』
目 、
昭日
・ロ
仰同町 、
昭
日・
3

ω周回 、
昭日
・9
ω

向目 、
昭日・
ロ)
が 、
実
例を
集め
て
分
類・
整
理
する
といっ
た
手
法に

よ
り 、
精
力
的
な
記
述
を
行っ
てい
る 。

一
方 、
奥
津
敬一
郎
『「ボ
クハ
ウ
ナ
ギ
ダ」
の
文
法』
(く
ろ
し
お
出
版 、

昭
臼・
3、
『国
語
学』
聞
に
北
原
保
雄の
書
評
あ
り)
は 、
変
形
と
い
う
手

法
に
よっ
て
「ボ
クハ
ウ
ナ
ギ
ダ」
か
ら
「ウ
ナ
ギノ
ボ
ク」
を
導
き
出
し 、

連
体
修
飾
の
「ノ」
の
大
部
分
を
「
ダ」
の
連
体
形
だ
と
する 。
と乙
ろ
が
そ

う
する
と
図っ
たと
と
に
「
自
由
ナ
女
神」
と
「
自
由ノ
女
神」
の
区
別
がつ

か
な
く
な
る 。
奥
津に
よ
れ
ば「乙
の
ち
がい
は 、
前
者
をい
わ
ゆ
る
形
容
動

詞 、
後
者
を
名
詞
と
する乙
と
で
説
明
で
き
る」
の
だ
そ
うで
ある
が 、
ど
う

も
納
得
で
き
ない 。

法(理論・ 現代)

五

文

動
詞の
問
題に
関し
て
は 、
自
動
詞
と
他
動
詞の
問
題を
扱っ
た
もの
に
島

田
昌
彦
『
国
語に
お
け
る
自
動
詞
と
他
動
詞』(
明
治
書
院 、
昭
日・
4)
が

ある 。
本
書
は
近
世
国
学か
ら
現
代に
至る
自
動
詞・
他
動
詞につ
い
て
の
研

究
史を
克
明
に
た
どっ
た 、
き
わめ
て
資
料
的
価
値の
高い
もの
で 、
本
居
春

庭
『
詞
通
路』
に
対
する
著
者の
深い
理
解
と
評
価
と
と
もに 、
今
後の
研
究

に
は
欠か
す乙
と
の
で
き
ない
拠
りどと
ろ
と
な
る
もの
と
思
う 。

次に 、
西
尾
寅
弥「
自
動
詞
と
他
動
詞に
お
ける
意
味用
法の
対
応につ
い

て」(『国
語
と
国
文
学』 、
昭臼・
5)
は 、
自
動
詞
と
他
動
詞の
語
形の
対

応し
てい
る
もの 、
か
け
る・
か
か
る 、
あて
る・
あた
る 、
ま
げ
る・
ま
が

る 、
な
ど
の
用
法 、
意
味の
対
応
を
調べ
て 、
「
自
動
詞の
意
味
内
容
に
お
い

て 、
非
情
物・
有
情
物の
状
態
変
化
l↓

有情
物の
無
意志
的
な
動き
lv

有

情
物の
意志
的
な
動
作 、
とい
う
転化
が
起乙
る乙
と
が
ある」
とい
う
仮
定

を
提
出
し
て
い
る 。

成
田
徹
男
「
動
詞の
意
味
と
格
ll『移動』

に関する
動詞を中心

に
||」

(

『人

文
学
報』
〈
東京
都
立
大
学
人
文
学
部V 、
昭日・
3)
は
移
動
動
詞
を工い

く・
の
ぼ
る 、
E
あ
る
く・
は
し
る 、
E
と
お
る・
わ
た
る 、
百
で
る・
た

っ 、
Vつ
く・
い
た
る 、
の
五つ
に
分
けて 、
格
文
法
的な
立
場か
ら 、
格の

あ
り
方お
よ
び
様
態
性 、
移
動
性 、
過
程
性 、
起
動
性 、
終
結
性
な
ど
の
意
味

素
性
を
調べ
た
もの 。

城
田
俊「《い
く・
く
る》
に
つ
い
て」
(『北
海道
大
学人
文
科
学
論
集』

弘 、
昭
臼
・3)
は 、
「い
く」
と
「くる」
に
つ
い
て 、
「《くる》
は 、
話

し
手が 、
当
面の
話
題の
物
的
秩
序に
おい
て
中心
性を
あた
える
地
点へ
近

づ
く
移
動を一示
し 、
《い
く》
は 、
中心
性を
特に
あた
えて
はい
な
い
地
点

へ
近づ
く
移
動
を
示し
ま
す 。
話
題と
は
話し
手に
よっ
て
語
ら
れる
内
容を

い
い
ま
す
よ
と
定
義
し
て 、
《い
く
・
くる》
の
使い
わ
けは
「
話
し

手に
近

づ
く」
か
ど
う
か
で
き
め
られる
もの
で
は
ない
と
し
な
が
ら
も 、
《
中心
性》

は
普
通
は
《
話し
手》
の
実
存
地
点に
従っ
て
あた
え
られる
とい
う
注を
加

え
てい
る 。
そ
の
《
中心
性》
は
話し
手の
位
置か
ら
切
りは
なさ
れて
どこ

に
で
も
自
由に
与える乙
と
が
で
きる
の
か
ど
うか 、
問
題
が
ある
と
思
う 。

複
合
動
詞の
問
題を
扱っ
た
もの
に
内
田
賢
徳「
複
合
動
詞
論の
た
め
に」

(『帝
塚
山
学
院
大
学研
究
論
集』
日 、
昭
臼) 、
姫
野昌
子
「
複
合
動
詞
『
t
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と
む』
お
よ
び
内
部
移
動を
表
わ
す
複
合
動
詞」
(『日
本
語
学
校
論集』
5、

昭臼) 、
同
複
合
動
詞
『l
か
か
る』
と
『
t

か
ける』」
(
向6、
昭日) 、
ま

つ
も
と
ひ
ろ
た
け
「
あわ
せ
述
語の
記
述を
め
ぐっ
て」
(『詩
文
論
叢』
6、

昭
日・
9)
な
ど
が
ある 。

「い
く」
と
「
くる」
に
関
連し
て 、
視
点の
問
題につ
い
て
ふ
れる
な
ら

ば 、
久
野
障
『
談
話の
文
法』
第二
章
視
点 、
大江
三
郎
「『
感
情
導
入』
に
か

か
わ
る
日
本
語
の
特
徴
11英語との比較を含めて
||」

(『文
学研
究』
祁
八
九

州
大
学
文
学
部〉 、
昭日・
3) 、

安
井
泉「
83p
mD
と
『
く
る』 、
『い

く』
||

実感』
と『ダイクシス再編成』
|1」

(『言
語
文化
論
集』
6
八
筑
波
大

学V 、
昭日・
3)
が 、
変
形
文
法の
立
場か
ら 、
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容の
問

題
を
扱っ
て
い
る 。
た
だ乙
乙
で 、
一
つ
だ
け
疑
問を
提
出
し
て
お
け
ば 、
事

態
を
描
き
出
す
際の
視
点 、
感
情
導
入とい
うと
と
と 、
広い
意
味で
の
話し

手を
中心
と
し
て
の
移
動の
方
向を
表
す
動
詞(
行
く 、

来る 、
死ぬ
等)

と 、
主
語
と
与
格
目
的の
人
称
制
限(
もっ
と
正
確
に
言
う
と
話
し
手の
側
と

そ
の
相
手に
よ
る
制
限)
を
持つ
動
詞
(や
る 、
く
れ
る 、
も
ら
う
等)
と
は

同
じレベ
ル
で
扱え
ない
の
で
は
ない
か 。

や
り・
も
らい
の
表
現に
関して 、
奥
津
敬一
郎「
日
本
語の
授
受
動
詞
構

文
||英語・

朝鮮語と比較して
||」

(『人
文
学
報』
八
東京
都
立
大
学
人
文
学

部〉 、
昭日・
2)
で
は 、
日
本
語の
授
受
動
詞
と
し
て
十
語
(オ:::ニ
ナ

ル
の
形の
もの
も
含め
て)
を
と
りだ
し
て 、
身
う
ち
と
よ
そ
もの
の
関
係で

の
動
作の
方
向 、
主
語の
位
置 、
待遇
表
現
な
ど
を
し
らべ
て 、
素
性
分
析
を

し 、
同
じ
意
義の
英
語(三垣間)
と
朝
鮮
語(
六
語)
の
動
詞
と
対
比し
て 、

英
語に
は
待遇
表
現
的
要
素 、
身
う
ち
対よ
そ
もの
の
要
素 、
と
もに
な
く 、

非
常に
単
純 、
朝
鮮
語に
は
待
遇
表
現は
あ
る
(日
本の
そ
れ
と
か
な
り
異
な

る)
が 、
身
う
ち
対よ
そ
もの
の
対立
は
な
く 、
そ
の
点で
日
本
語
よ
り
か
な

り
簡
単で
ある乙
とを
素
性
表に
よっ
て
示し 、
また 、
そ
れ
らの
動
詞
は
補

助
動
詞
とし
て
恩
恵
授
受
構
文を 、
日
本
語で
は
すべ
て
に
わ
たっ
て
作る
の

で
ある
が 、
英
語
は
作
ら
ず 、
朝
鮮
語
も
受
け
手
主語の
もの
は
作
ら
ない
と

い
う乙
と
を
述べ
て
い
る 。

な
お 、
工
藤
真
由
美「
依
頼
表
現の
発達」
(『国
語
と
国
文
学』 、
昭日
・

9)
は 、
依
頼
表
現を
①
tて
く
だ
さい 、
tて
ちょ
うだい
系
と
②
tて

ほ

しい 、
ーて
も
らい
たい
系の二つ
に
分
け 、
江
戸
時
代か
ら 、
現
在に
至る

ま
で
の
文
学作
品に
用
例を
もと
め
て 、
形
式の
変遷を
詳
細に
あ
とづ
け
最

後に
そ
れを
図
示
し
た
もの
で
ある 。

仁
田
義
雄の
「
感
情
表
現へ
の一
考
察」
(『国
文
神
戸』
3、
昭日・
3)

は 、
感
情
表
現を
形
成
する
用
言
を1
感
激ス
ル 、
オピエ
ル
等 、
2
イ
ラ
イ

ラスル 、
オロ
オロ
ス
ル
等 、
3

喜プ 、
恐レ
ル
等 、
4
嬉シ
イ 、
コ
ワ
イ
等 、

5
喜パ
シ
イ 、
オ
ソロ
シ
イ
等の
五つ
に
分
類し
て 、
そ
れ
らが
終
止
形 、
テ

イル
形 、
そ
れ
ぞ
れの
疑
問 、
問い
か
け 、
念
押し
の
形を
と
る
場
合に 、
感

情
主の
表わ
さ
れ
方 、
感
情の
対
象の
表わ
さ
れ
方 、
主
語の
人
称の
制
限 、

ア
スペ
ク
ト

的
な
意
味
な
ど
が
ど
の
よ
うに
か
か
わっ
て
くる
か
な
ど
を
記
述

し 、
接
尾
語「
ガル」
の
付き
方 、
用
法を
も
述べ
た
もの
で
あ
り 、
野
村
真

木
夫
の
「
現
代日
本
語
感
覚
文
の
研
究
ll基本構造と表現性の拡大
|l」

(『
国

語
国
文研
究』
臼
〈
北
海道
大
学
国
文
学
会
V 、
昭日・
2)
は 、
格
文
法に

よ
る
格
関
係
と
感
覚
文の
文
末の
形
態
との
対
応を
分
析し
た
もの
で
ある 。
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..... 圃.
，、

副
用
語の
分
野に
入っ
て 、
副
詞で
は 、
石
神
照
雄
の
「
時聞
に
関
す
る

〈
程
度
性副
詞〉「マ
ダ」
と
「モ
ウ」
11〈副成分〉設定の一

堅調
ill」

(『国

語
学研
究』
お
八
東
北
大
学〉 、
昭臼)
が
あ
る 。
「マ
ダ」
も「モ
ウ」
も



法(理 論 ・ 現代)
素
材
と
し
て
の
事
象
を
運
動に
お
い
て
可
変
的
存
在
と
し
て
と
り
あ
げ
る
と
と

もに、
主
観
的に
設
定
さ
れ
る
予
想
と
し
て
の
前
提
事
象
との
相
対
的
な
関
係

と
し
て
と
ら
え
る
もの
で
あ
り、
と
の
よ
う
な
成
分
を
副
成
分と
称
す
る、
と

す
る
もの
で
あ
る。

小
林
幸
江
「『に』
のつ
く
副
詞 、
『と』
のつ
く
副
詞」
(『日
本
語
学
校
論

集』
6、
昭
日)
は 、
「に」
のつ
く
副
詞 、
「と」
のつ
く
副
詞
を
と
りだ
し

て
そ
の
形
態
的
特
徴
を
調べ、
対
比
的に
用
法
を
検
討
し
て、
「
tk」
は《
叙

述
的
状
態
を
表
す
副
詞》、
「
t
と」
は
《
描
写
的
状
態
を
表
す
副
詞》
と
い
う

相
違
が
あ
る
と
し
て
い
る。
他
に、
同
「
現
代
語に
見
ら
れ
る
陳
述
副
詞の
研

究」
(『日
本
語
学
校
論集』
5、
昭臼)
や
丹
保
健一
「
程
度副
詞の
体言
修

飾に
つ
い
て
||「もっと右を通った」

を中心に
|1」

(『文
芸研
究』
位
〈
日
本

文
芸研
究
会〉 、
昭
日・
9)
な
ど
が
あ
る 。

接
続
成
分の
問
題
で
は、
豊
田
豊
子
が
「
接
続
助
詞
『
と』
の
用
法
と
機
能

ω」
(『日
本
語
学
校
論
集』
5
〈
東京
外
大〉 、
昭日・
3) 、「

発
見の
『と』

(『日
本
語
教
育』
話、
昭
日・
2)、
「
接
続
助
詞
『
と』
の
用
法
と
機
能
E

1l後件の行われる時を表す『と』
|l」

(『日
本
語
学
校
論集』
6、
昭日・
3)

な
ど
に
お
い
て、
接
続
助
詞
「
と」
の
用
法
を
五つ
に
分
け、
そ
の一
つ一
つ

に
つ
い
て、
実
例に
あ
た
り
な
が
ら
前、
後
項の
主
語
と
述
語の
文
型
的
条
件

を
と
り
出
し
て
き
で
い
る。
全
体の
完
成
が
待
た
れ
る。

大
木正
義
「『
生
ま
れ』
の
構
文
的
分
析
を
め
ぐっ
て」
(『中
国
祝
夫
博
士

功
績
記
念
国
語
学
論集』
勉
誠
社 、
昭日・
2)
は 、

O
去
年
初
孫が

割引州、
一
家
は
お
お
よ
ろこ
び
で
す。

O
※
去
年
初
孫
が
生
ま
れ
(て)
す
ぐ
故
郷へ
知
らせ
る。

な
ど
に
お
い
て、
過
去の
意
義
を
有
す
る
連
用
成
分
が
ど
の
よ
う
な
述
語
と
関

係
し
得る
か
とい
う
問
題
を
提
示し
て、
そ
れ
は、
「
過
去
の
意
義
を
有
す
る

文

述
語
との
み
関
係
す
るの
で
は
な
く、
状
態
的、
継
続
的
な
意
義
務』
有
す
る
現

在
形の
述
語
と
も
関
係し
得る」
とい
うこ
と
を一
応の
結
論
と
しつ
つ、
さ

らに
連
用
成
分や
連
体
成
分
を
作
る
述
語
文
節の
ど
の
部
分に
渡
辺
実の
統
叙

・
叙
述
内
容が
た
く
さ
れ、
ど
の
部
分に
展
叙
が
た
く
さ
れ
る
か
といっ
た
問

題
か
ら、
連
用
成
分や
連
休
成
分の
に
な
う
もの
が
単に
叙
述
内
容だ
けだ
と

い
うの
は
窮
屈
で
あ
る
が、
か
と
いっ
て、
「
疑
問・
感
動・
訴え・
呼び
か

け」
といっ
た
陳
述
ま
で
は
に
な
え
ない
とい
う
よ
うな
と乙
ろ
ま
で
論じ
た

もの
で
あ
り、
川
戸
昌
「
陳
述
以
前」(『
論
集日
本
文
学・
日
本
語5
現
代』

〔
前
掲〕)
は、
童
文
構
造
を
持っ
て
い
る
よ
うな
文を
例に
し
て、
文
を
成
り

た
た
せ
る
た
め
に
は
渡
辺
文
法に
い
う
統
叙、
叙
述
と
陳
述
が
あ
れ
ば
良い

と
す
る
だ
けで
は
不
十
分で、
陳
述
が
行
な
わ
れ
る
以
前に
表
現
を
文と
し
て

成
り
立
た
せ
るべ
き
正
しい
判
断
が
行
な
わ
れて
い
な
け
れ
ば
な
らない
と
し

て、
言
語
行
動に
お
け
る
文、
文
論と
連
文・
文
章
論
の
間
隙
と
いっ
た
も

の
に
光
を
あて
よ
う
と
し
た
もの
で
あ
忍。
同「
言
語
過
程
説
の
〈
主
体〉

||『国語学原曾』
と『文章研究序説』」
(花
園大
学『国
文
学
論
究』
6、
昭日・

ロ)
も
あ
る。

安
達
隆一
「
文と
連
文」
(『国
語
国
文
学報』
お
〈
愛
知
教
育
大
学〉、
昭

日・
3)
は、
文
が
連
接
し
て
文
章を
な
し
て
い
く
可
能
性
を、
存
在
詞
文、

判
断
文、
動
詞
文の
判
断の
質の
中に
求め
た
もの
で、
同
「
文
章
構
造に
お

け
る
文の
同
時
的
相
関」
(『国
文
神
戸』
3、
昭日・
3)
と
と
もに、
文
論

か
ら
文
章
論へ
の
展
開
をめ
ざ
す
もの
で
あ
る。

此
島正
年
「
引
用
1l文構成上の
機能
|i」(『
湘
南
文
学』
臼
八
東
海
大
学
日

本
文
学
会〉、
昭日・
3)
は、
引
用
句が
文
末
で
述
語
と
な
る
もの、
さ
ら

に
そ
れ
が
単
独
で
文と
な
る
もの、
官
頭の
引
用
句が
下か
ら
遊
離し
て一
文

を
な
し
て
い
る
もの、
引
用
勾
が
地の
文に
融
合し
て
し
まっ
て
い
る
もの
な
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ど
を
古
文
か
ら
現
代
文に
い
た
る
ま
で
用
例
を
引い
て
論
じ
た
もの
で 、
表
現

の
重
層
構
造
といっ
た
もの
に
光を
あて
てい
る 。

敬
語の
分
野で
は 、
川
口
義一
「『
敬
語の一
般
的
性
格』
を
も
っ
非
敬
語

表
現
||助動詞タの付加と助詞ト・ニの還択について
11」(『文

学研
究
科紀
要』
別

冊5
〈
早
稲田
大
学
大
学
院
V 、
昭
臼)
は
敬
語
論の
視
野の
拡
大で
あ
り 、

坂
本
元
太
郎
「
敬
語
行
動に
お
け
る
『場
面』
の
考
察」
(『紀
要』
叩
〈
北
海

道
武
蔵
女
子
短
期
大
学〉 、
昭
臼)
は
話し
手の
言
語
行
動を
心
理
的に
拘
束

す
る
もの
と
し
て
は 、
当の
相
手で
あ
る
聞き
手の
ほ
かに
わ
きの
相
手で
あ

る
第三
者
も
加え
て
考え
るべ
きで
あ
る
と
す
る
もの 、
同
「
時
枝
学
説
『
敬

語
論』
に
お
け
る
問
題
点」
(『紀
要』
江
八
北
海道
武
蔵
女
子
短
期
大
学V 、

昭弘・
3)
は
敬
意の
問
題を
扱っ
た
もの
で
あ
り 、
大
鹿
蕪
久
「
敬
語の
相

互
承
接の
周
辺」
(『詩
文』
鈍
〈
大
阪
大
学
国
文
学研
究
室
V 、
昭日・
6)

は 、
敬
語
の
相
互
承
接
の
共
起
制
限
や
順
序
を
「
視
点」
の
問
題
と
か
らめ

て
論
じ
た
もの 、
菊
地
康
人
「
敬
語
の
性
格
分
析
||先学の敬語論と私自身の把

鑓
||」

(『国
語
と
国
文
学』
日
ーロ 、

昭臼・
臼)
は 、
言
語
表
現
と
し
て

の
敬
語の
本
来
的
な
性
質と 、
社
会
言
語
学
的
な
使用
上の
原
則とを
分
けて

考え
よ
う
と
す
る
もの
で
あ
る 。

敬
語に
関し
て
は 、
と
の
他に 、
雑
誌
『言
語』
8
|6

(問日・
6)
に

「敬
語
と
は
何
か」
とい
う
特
集が
あ
り 、
『言
語
生
活』
悶
(昭
日・
4)
に

「
職
場の
敬
語」
の
特
集が
あ
り 、
『北
原
保
雄
編
敬
語
論
集日
本
語
研
究

9』
(
有
精
堂 、
昭臼・
口)
が
出てい
る 。

次に
形
態
論の
分
野
に
お
い
て 、
宮
地
裕「モ
l

フ
(ヨo
Gr)
の
論」

(阪
倉
篤
義
編
『論
集
日
本
文
学・
日
本
語5
現
代』
角
川
書
底 、
昭臼・

8)
は 、
「モ
l

フ」
とい
う
述
語を
〈「モ
l

フ」
と
は 、
「フォ
lン」

の

連
続
体で
「
語」
や
「
節」
の
構
成
要
素で
あ
り 、
「
意
味」
を
表
す
最
小の

か
た
ち
で
あ
る
〉
と
定
義し
て 、
異
形
態
と
し
て
の
複
数モ
「

フ
の
中
か
ら
代

表モ
l

フ
を
と
りだ
し 、
モ
lフ

の
持つ
「
意
味」
の
内
容
と
し
て
「
もの
ご

と
的
意
味」
「
機
能
的
意
味」
「情
意
的
意
味」
「
叙
述
的
意
味」
「
陳
述
的
意

味」
「
区
別
的
意
味」
な
ど
を
認
め 、
日
本
語の
形
態
論
的
な
分
析と
記
述の
た

め
の
布
石を
し
て 、
同「
現
代語の
語
構
成」
(『国
語
と
国
文
学』 、
日・
1)

に
お
い
て 、
現
代日
本語の
和
語のモ
lフ

を
類
詞
(体
言
系ブ
相
蓄
系 、
用

言
系 、
副
言
系)
に
わ
け 、
その
そ
れ
ぞ
れを
自
立モ
|フ

(単一
語
基・
複

合
語
基) 、
結
合モ
1

フ(単一
語
基・
複
合
語
基・
非
語
基
八
接
辞・
助
辞〉)

に
わ
け
で 、
一
覧
表とし
て
示し
て 、
そ
れ
ぞ
れが
ど
の
よ
うに
し
て
語 、
節

を
構
成し
てい
く
か 、
ま
た 、
ど
の
よ
う
な
兼
用
が
認
め
ら
れ
る
か
を
記述

し 、
和
語
と
漢
語
と
洋語のモ
l

フ
を
比
較
し
た
の
ち
今
後の
見通
しに
つ
い

て
述べ
た
もの
で
あ
る 。
営
地に
よ
る
語
構
成
論 、
形
態
論の
記
述の
準
備
は

と
とのっ
た
もの
と
恩
わ
れ
る 。

ま
た 、
形
態
論と
意
味
論の
両面
か
らの
分
析
を
試
み
た
もの
に
斎
藤
倫
明

「
形
態
素
案
||』

『浅
||』

と
その
合
成
語」
(『国
語
学研
究』
印
〈
東

北
大
学
文
学
部
『国
語
学研
究』
刊
行
会〉 、
昭日)
が
あ
る 。

54 

七

日
本
語
教
育の
分
野で
は 、
外
国人
学生の
作
文に
見
ら
れ
る
誤
用
例に
基

づ
い
て 、
助
詞の
用
法を
解
説し
た
『
教
師
用日
本
語
教
育ハ
ン
ド

ブッ
ク3

文
法I
助
詞
の
諸
問
題l
執
筆
者
鈴
木
忍』(国
際
交
流
基
金 、
昭日・

3)
が
出
版
さ
れ
た 。
ま
た 、
『日
本
語
教
育
指
導
参
考
書4
日
本
語の
文

法
上
執
筆
者
寺
村
秀
夫』(国立
国
語研
究
所 、
昭臼・
3)
も
誤
用
例
を

引
き
な
が
ら 、
日
本
語の
文
法規
則の
さ
まざ
ま
なレベ
ル
を
示
し 、
そ
の
前

半
を
解
説し
た
もの
で
あ
り 、
『日
本
語
教
育担』(昭日・
2)
は
「
文
法上



法(理 論 ・ 現 代)
の
誤
用
例
か
ら
何
を
学ぷ
か」
を
特
集
し
て
い
る 。
佐
治
圭三
「
共
起の
条

件
||外国人の誤用例から
ll」(『論集日
本文
学・
日本語5
現代』〔前

掲〕)
も
誤
用
例が
指し
示
す二
・三
の
問
題を
考
察し
た
もの
で
ある 。

新
しい
視
点
か
らの
文
法
とし
て
は 、
対
照
文
法の
観
点
か
らの 、
池
上
嘉

彦「『する』
と『なる』
の言語学」(月刊『言語』 、
昭臼・
9
t昭臼・

7)
が
連
載さ
れ
た 。
論
理
学の
分
野
か
らのモ
ン
タ
ギュ
文
法を
日
本
語に

適
用し
た 、
坂
井
秀
寿『日
本
語
の
文
法
と
論
理』
(
動
草
書
房 、
昭
日
・日)

が
出
た 。
『
電
子
技
術
総
合
研
究
所
研
究
報
告
加
日
本
語
基
本
文
法
単
文

篇
西村恕彦・
水谷静夫・
尾上圭介・
田中幸子』(沼田・
3) 、
『同

複
文
篇
執
筆
者は
前三
者と
大
野
美江
子』
(
同)
は
コ
ン
ピュ
ー

タ
ーに

よ
る
構
文
解
析の
た
め
の
文
法規
則の
集
合を
提
示し
た
もの
で 、
機
械に
よ

る
解
析
の
必
要
か
ら 、
「ろ
く
な」
は
連
体
修
飾
語
なの
に 、
下
に
否
定の
陳

述
を
要
求
す
る
と
か 、
色々
に
重な
り
合っ
て
来
る
助
詞
を
ど
う
扱
う
か
と

か 、
多
くの

興
味
ある
問
題
を
提
出し
て
い
る 。
ま
た 、
連
体
構
造の
分
析
に

も
独
自の
もの
が
見
ら
れる 。

語
の
配
順の
観
察
か
ら
新しい
文
法を
作
り
上
げ
よ
うと
す
る
試
みに
大
橋

孝将「設計文法の原点
ーー一つの新しい文法領域とその理論への発想
||」(『東

北
大学
教
養
部
紀
要』
幻 、
問
団・
1) 、
「
記
順設
計
文
法
に

お
け
る
省
略設

計の
可
能
性」
(『東北
大学
教
養
部
紀
要』
泊 、
昭日・
2)
が
ある 。

以
上
の
ほ
かに 、
日
本
語
と
英
語 、
朝
鮮
語 、
タ
イ
語 、
モ
ン
ゴ
ル
謡
等々

の
対
照
研
究の
論
文
が
た
く
さ
ん
あっ
た
が 、
すべ
て
言
及
するこ
と
が
で
き

な
い 。
次の
期
か
らは 、
展
望
号に
対
照
研
究とい
う
領
域
を
設
け
るべ
き
で

あ
ろ・つ 。

乙
の
欄で
扱
うべ
き
論
文の
う
ち 、
紙
幅の
都
合で
取
り上
げ
る乙
と
の
で

き
な
かっ
た
もの
が
多い 。
貴
重な
論
考の
見
落
し
も
ある
で
あ
ろ
う 。
失
礼

文

を
お
わ
び
し
たい 。

最
後に 、
資
料の
入
手に
当っ
て 、
大
阪
大
学の
前
田
富
族
氏 、
大
鹿
黛
久

氏 、
国
研の
高
橋
太
郎
氏 、
資
料
室
お
よび
日
本語
研
修室の
方々
に
お
世
話

に
なっ
た 。
あ
りが
と
うど
ざい
まし
た 。

-|(
在
中
華人
民
共和
国)
日
本
語
研
修セ
ン
タ
ー

主
任
||
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